
 

 

 

 

 

 

 

厚生文教常任委員会会議録（特急反訳） 
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午前１０時 開会 

○澁谷委員長 おはようございます。委員各位にお

かれましては、御多忙の折、御参集いただきまし

て、誠にありがとうございます。 

 ただいまから厚生文教常任委員会を開会いたし

ます。 

 本日の案件につきましては、本会議において本

常任委員会に付託されました議案第８号「泉南市

後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条

例の制定について」、議案第９号「泉南市自転車

等の駐車秩序に関する条例の一部を改正する条例

の制定について」の議案２件と、請願第１号「泉

南市立文化ホールの存続を求める請願書」の以上

３件について御審査いただくものでありますので、

委員各位におかれましては、よろしくお願い申し

上げます。 

 なお、本常任委員会に付託されました議案及び

請願については、委員会付託事件一覧表としてタ

ブレットに掲載しておりますので、御参照いただ

きたいと思います。 

 それでは、議案等の審査に先立ち、理事者から

挨拶のため発言を求めておりますので、許可いた

します。 

○山本市長 皆さん、おはようございます。 

 委員長のお許しを得ましたので、厚生文教常任

委員会の開会に当たりまして、一言御挨拶を申し

上げます。 

 澁谷委員長をはじめ、委員の皆様方におきまし

ては、日頃から市政各般にわたり深い御理解と御

協力を賜っておりますことに対しまして、御礼を

申し上げます。 

 本日の委員会は、さきの本会議で本常任委員会

に付託されました議案第８号、それから議案第９

号の２件について御審査をお願いするものでござ

います。 

 何とぞよろしく御審査をいただきまして、御承

認を賜りますようお願いを申し上げまして、御挨

拶とさせていただきます。どうぞよろしくお願い

いたします。 

○澁谷委員長 なお、本日、会議の傍聴の申出がご

ざいます。傍聴の取扱いについて、この際御協議

いただきたいと思います。 

 会議の傍聴につきまして、御意見等ございませ

んか。――――それでは、傍聴者の入室を許可い

たします。 

 〔傍聴者入室〕 

○澁谷委員長 委員及び理事者に申し上げます。質

疑及び答弁につきましては、インターネット中継

を御覧の皆様に発言者が分かるよう、御起立いた

だきますようお願いいたします。 

 これより議案及び請願の審査を行いますが、議

案等の内容につきましては、本会議において既に

説明を受けておりますので、これを省略し、質疑

から始めたいと思います。これに御異議ありませ

んか。 

 〔「異議なし」の声あり〕 

○澁谷委員長 御異議なしと認めます。よって審査

の方法については、提案理由並びに内容の説明を

省略し、質疑から始めることに決定いたしました。 

 それでは、これより議案及び請願の審査を行い

ます。 

 初めに、議案第８号「泉南市後期高齢者医療に

関する条例の一部を改正する条例の制定について」

を議題といたします。 

 質疑を行います。質疑はありませんか。 

○岡田委員 おはようございます。よろしくお願い

いたします。 

 大阪府後期高齢者医療広域連合には加入をして

おりますが、やはり窓口業務というのは、市でや

っていかないといけないということで、徴収にも

大変責任があると思います。 

 保険料の徴収というのは、原則年金から引かれ

るわけですが、それとは別に普通徴収の方もいら

っしゃると思います。それぞれどれぐらい滞納が

あるのか、分かりましたらお聞かせください。 

○増田保険年金課長 後期高齢者の収納率について

の御質問に答弁させていただきます。 

 令和３年度におきましては現年分で99.55％、

滞納繰越分で33％、合計98.94％ということにな

ってございます。 

 以上です。 

○岡田委員 ありがとうございます。ほとんどが普

通徴収と考えてよろしいんでしょうかね、滞納は、

お聞かせいただきたいと思います。 
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 あと、未納の方に督促状が届くまでの流れをお

聞きしたいのと、また滞納した方で保険証を取り

上げるというのがあったのかどうか、それもお聞

かせいただきたいと思います。 

○増田保険年金課長 普通徴収と特別徴収の２段階

で徴収をさせていただいております。本市の普通

徴収の徴収率につきましては98.8％で、先ほどの

徴収率になってございます。 

 それと、保険証につきましては、大阪府後期高

齢者医療広域連合さんのほうでいろんな要綱、基

準を設けて短期証の発行であったり、資格証があ

りますけれども、最終的にはそういった方は、こ

ちらに御相談をいただきまして、それをさらにこ

ちらのほうで、もう一度精査して対応するという

ことになってございます。 

 数件そういった方はいらっしゃいますけれども、

私がなってからは、そういう渡していないとか、

ただ単に郵便が届かないとか、連絡が付かないと

か、そういったケースでこちらのほうに保管して

いるケースはございますけれども、あえて資格証

を交付するケースはほとんどございません。 

 以上でございます。 

○岡田委員 ありがとうございます。本当に保険証

を取り上げることのないようにしっかりと徴収を

していただきたいと思うんですが、市が先ほども

言いましたように、窓口業務としてしっかり徴収

していかなければいけないんですが、これからの

滞納について、そういうのをなくすために、どう

いうふうに対応されているか、何かお考えがあり

ましたらお聞かせください。 

○増田保険年金課長 私ども、保険年金課のほうで、

大阪府後期高齢者医療広域連合のほうと同じよう

に収納の対策を取ってございます。後期高齢者の

方も含めて基本的には滞納がかさんでまいります

と、財産調査から開始して、資産があるにもかか

わらず払っていない方につきましては、やはりそ

れなりの対応、ただ後期高齢者の方につきまして

は、大半が年金プラスアルファということになり

ますので、年間数件差し押さえるというケースも

ございますけれども、年金の場合はほとんど事前

に御本人の了解を取った上での差し押さえがほと

んどのケースでございます。 

 ちなみに、令和３年度の差し押さえにつきまし

ては、後期高齢者分では２件、実際に換価した件

数は２件というふうになってございます。 

 以上でございます。 

○澁谷委員長 ほかに質問ありませんか。よろしい

ですか。――――では、これで本件に対する質疑

を終結いたします。 

 これより討論を行います。討論はありませんか。

――――討論なしと認めます。 

 以上で本件に対する討論を終結いたします。 

 これより議案第８号を採決いたします。 

 お諮りいたします。本件は、原案のとおり可決

することに御異議ありませんか。 

 〔「異議なし」の声あり〕 

○澁谷委員長 異議なしと認めます。よって議案第

８号は、原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第９号「泉南市自転車等の駐車秩序

に関する条例の一部を改正する条例の制定につい

て」を議題とし、質疑を行います。質疑はありま

せんか。 

○楠委員 それでは、お聞きしたいと思います。駐

輪場のほうが市の無料の駐車場から民間企業の有

料の駐車場に替わったということで、放置自転車

が、無料から有料になりまして、増減があるのか

をお聞きしたいと思います。 

 あと、具体的なところでいうと、無料のときは

やはり乗り捨てといいますか、駐輪場に置きっぱ

なしでということで不法投棄といいますか、その

まま残っていたりというのもあったかと思います。 

 有料に替わってから、もうそういった入れっぱ

なしがあるのか、分かるのであれば教えていただ

きたいと思います。 

 あと、いたずらといいますか、原付とか単車を

止める際は、チェーンを前輪のほうにかけてロッ

クするような形になっているようなタイプもある

と思うんですけれども、いたずらみたいな感じで、

単車を止めずにフックだけかけて、使われへん状

態でお金がかかっているというのも、ちょっと聞

いたといいますか、あると思います。 

 その対策というか、どういう形で解決していく

というか、業者のほうがそういうことがあったら、

すぐ解除できるように見回りをしているのか、そ
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の辺もちょっと教えていただきたいと思います。 

○大谷市民生活環境部次長兼環境整備課長 それで

は、ただいまの御質問に対しまして御説明を申し

上げます。 

 まず、１点目の迷惑駐輪についてですけれども、

１日に１台あるかないかということで、以前とそ

んなに変わってございません。 

 そして、駐輪場内での置きっぱなしについてで

すけれども、こちらのほうでは把握してございま

せん。 

 そして、３点目ですけれども、バイクのチェー

ン、ワイヤー式の個別ロックの部分ですけれども、

未使用なのにロックをかけているいたずらがある

ということについてですけれども、そちらのほう

については、運営事業者のほうで１日１回パトロ

ールをして、そういうのを発見すれば解除すると

いうふうな対応をしてございます。 

 以上です。 

○岡田委員 よろしくお願いいたします。 

 民間事業者が行うことになったわけなんですが、

例えば市民の声ですよね。ＩＣＯＣＡとかＳｕｉ

ｃａを使えるようにしたいとか、樽井ではバイク

が月ぎめであるんですが、自転車もそういうふう

にしていただきたいとか、そういう市民の声とい

うのは、市として吸い上げて、民間事業者のほう

に反映していただける、そういう機会というのは

あるのでしょうか、お聞かせください。 

○大谷市民生活環境部次長兼環境整備課長 それで

は、自転車の月ぎめについてですけれども、その

ような御要望を、市役所として承ってございます。 

 つきましては、運営事業者のほうで今のところ

検討してくださっているというところでございま

す。 

 ただ、速やかにそれが反映できるかというのも、

まだ分かりませんという回答をいただいています。 

 以上です。 

○河部委員 今回、条例の制定について、市が行

っていた自転車置場の設置及び管理運営を、民間

事業者が行うことに伴って規定を整理するという

ことで、改正内容が書かれているんですけれども、

先ほど大谷次長の御答弁で、放置自転車の把握は

していないということだったんですけれども、市

から民間に完全に業務委託、管理委託も含めて渡

ったということです。 

 市の関与というんですか、自転車置場に関する

市の責任というものはどこまで出てくるのか、市

民が自転車置場の件で窓口に行ったときに、いや

もうこれは完全民営ですから、うちは関係ないで

すよと蹴るのか。 

 この部分については、市は責任持ってちゃんと

対処しますよということになるのか、ちょっとそ

の辺、市の対応について責任範囲については、ど

の程度になるのか教えていただきたいと思います。 

○大谷市民生活環境部次長兼環境整備課長 それで

は、ただいまの御質問に対しまして御説明申し上

げます。 

 まず、駐輪場内での置きっぱなしについては、

私どものほうは把握できていないんですけれども、

やはりその公道であるとか、あるいは駅周辺であ

るとか、そういうところについては、私どものほ

うもパトロールし、そして、迷惑駐輪があれば退

去していただくような、そして、しばらくすれば、

それを撤去するというふうな絵付を張るというふ

うな対応をしてございます。 

 これについては、やはり継続的に本市のほうで、

職員によるものとして継続していきたいというふ

うに考えております。 

 そして、関与の仕方ですけれども、やはり駐輪

場内については、やはり運営事業者のほうで責任

持って管理運営していただくというふうに考えて

ございます。 

 以上です。 

○河部委員 ありがとうございます。 

 自転車の放置については、ああいう形にしたと

いうことで、もう少なくはなっているんかなと。

有料化になった段階で、自転車置場、ちょっと岡

田浦のほうは見ていないんですけれども、樽井駅

のほう、何回かちょこちょこ行ったときには、警

備員の方が、警備なのか、係の方が立って、有料

じゃないところに止めている人とかに声掛けした

りとか、放置されないように見ているのを、私も

直接確認はしました。 

 多分、最初やから立っていたのかなとは思うん

ですけれども、一年中そこに配置なんていうのを
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やると、当然そこに負担、人件費がかかったりと

かしますので、ないとは思いますけれども、そこ

はもう管理会社がしっかりと、放置が増えてきた

なと思ったら、また改めて立たせるという作業に

なるのかなと思うんですけれども、改めてその辺

の確認をお願いします。 

 タイヤをガチャッとはめるのか、有料にしよう

と思ったら、何かロックをかけてお金を払った段

階で解除ということになると思います。 

 自分の自転車じゃなしに、例えばどこかから取

ってきて樽井駅に来る。そこに止めてどっかに行

く。だから、自分の自転車じゃないから、多分も

うずっと放置されっぱなしやと思うんですよ。 

 だから、当然持ち主がいてないから、その自転

車は多分止めっぱなしの状態になって、管理会社

もある程度時期が来れば、これはずっと止まって

いるなというところの確認で、何らかの処置をせ

んとその１台分というのは永遠にお金が入ってこ

ないことになると思います。 

 それは、例えばどれぐらいの期間で見切りを付

けるのかとか、例えば盗難車両であれば、当然警

察への届出とかしていかなければいけないと思う

のでその辺の状況、管理会社とどういう約束事に

なっているのかとか、分かれば教えてほしいなと

思います。 

○大谷市民生活環境部次長兼環境整備課長 ただい

まの御質問について御説明申し上げます。 

 まず、１点目の迷惑駐輪に関してですけれども、

樽井駅の浜区さんの辺りから、具体に申し上げる

と、藤澤歯科さんのお隣にある民間でやっている

駐輪場がありますけれども、そこがかなり人気が

あって、午前７時15分とか20分ぐらいになったら、

もう既に満車やというような状況がございます。 

 つきましては、私は場所はここだということは

言えないんですけれども、民間事業者のほうで新

たに駐輪場を増設するような計画を持っていると

いうことを聞いてございます。 

 それで、比較的、朝の貴重な時間、一分一秒が

大事ですので、そういうふうな身勝手な迷惑駐輪

が減っていくんじゃないかなというふうに考えて

ございます。 

 そしてまた、駐輪場内での放置自転車、置きっ

ぱなしの件ですけれども、期間を一定、60日とい

うふうに私は記憶しているんですけれども、一定

の期間はそのような対応、注意喚起のビラで対応

するんですけれども、その一定の期間を超えれば、

法的なルールにのっとって対応していくというふ

うに聞いてございます。 

 以上です。 

○堀口委員 ちょっと１点だけ確認させてください。 

 今度15条から11条になるのかな。放置禁止区域

内に放置されている自転車についてということで、

この放置禁止区域についての、その明示があるの

かどうかというのと、それから恐らく民間で管理

されている駐輪場というのは、いろんな規定を設

けられて撤去の基準であったりとかいうのを決め

てはると思うんですけれども、この放置禁止区域

内における放置自転車の撤去の基準とか、その撤

去された後の告知とかというのは、されているの

かどうか。 

 さっき、河部委員がおっしゃいましたけれども、

例えば盗難の自転車が放置されている場合という

のは、持ち主の特定ができるのかどうかですね。

その辺をちょっとお知らせいただけたらと思いま

す。 

○大谷市民生活環境部次長兼環境整備課長 まず、

禁止区域の明示ですけれども、インターネットの

ほうで公表してございます。 

 駅前においては、ここは駐輪禁止ですよという

ようなことが分かるような路上に張りつけた掲示

物というか、そういうものを張ってございます。 

 そして、放置自転車の防犯登録されている部分

については、警察のほうに照会をかけまして、そ

して情報提供をいただいて、そして御本人のほう

に連絡する等の対応をしてございます。 

 以上です。 

○澁谷委員長 ほかにございませんか。――――質

疑なしと認めます。 

 以上で本件に対する質疑を終結いたします。 

 これより討論を行います。討論はありませんか。

――――討論なしと認めます。 

 以上で本件に対する討論を終結いたします。 

 これより議案第９号を採決いたします。 

 お諮りいたします。本件は、原案のとおり可決
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することに御異議ありませんか。 

 〔「異議なし」の声あり〕 

○澁谷委員長 御異議なしと認めます。よって議案

第９号は、原案のとおり可決されました。 

 以上で本常任委員会に付託を受けました議案２

件の審査を終わります。 

 次に、請願の審査となりますので、理事者の皆

様は退席をしていただいて結構です。御苦労さま

でした。 

 この場で暫時休憩いたします。 

午前１０時２０分 休憩 

午前１０時２２分 再開 

○澁谷委員長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 請願第１号「泉南市立文化ホールの存続を求め

る請願書」を議題といたします。 

 この際、お諮りいたします。本請願の審査に当

たりましては、請願代表者であります三好久美子

様及び紹介議員であります森議員に対し、本委員

会への出席を求めたいと思います。これに御異議

ありませんか。 

 〔「異議なし」の声あり〕 

○澁谷委員長 御異議なしと認めます。よって請願

の審査に当たりましては、三好様及び森議員の出

席を求めることに決定いたしました。 

 請願審査の準備のため、この場で暫時休憩いた

します。 

午前１０時２３分 休憩 

午前１０時２４分 再開 

○澁谷委員長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 これより請願の審査に入りますが、三好様から

本請願の趣旨説明をいただき、その後、質疑応答

を行いたいと思いますので、よろしくお願いいた

します。 

 それでは、三好様、よろしくお願いいたします。 

○請願提出者 よろしくお願いいたします。（「委

員長」の声あり） 

○澁谷委員長 森議員。 

○森議員 三好さんには、この請願の理由のところ

を述べていただきますので、その前段の説明を私

がさせていただきたいと思います。よろしいです

か。 

○澁谷委員長 よろしいですか、皆さん。――――

どうぞ、森議員。 

○森議員 本請願でございますけれども、令和４年

６月23日に田畑議長宛てに提出されております。

件名は、泉南市立文化ホールの存続を求める請願

書でございます。 

 請願者は、今御紹介ありましたお隣に座ってお

られます三好久美子さん、泉南文化協会会長でい

らっしゃいます。 

 請願者は、この請願を出させていただいた６

月23日の時点で、三好さんほか9,290人でありま

したけれども、その後増えまして9,451人という

ことになっております。 

 請願の要旨は、今申しました泉南市文化ホール

の存続でございます。 

 その請願の理由について請願者代表の三好久美

子さんから申し述べさせていただきます。 

○澁谷委員長 それでは、三好様、よろしくお願い

いたします。 

○請願提出者 よろしくお願いいたします。 

 泉南市立文化ホールの存続を求める請願書。 

 請願の要旨。 

 泉南市立文化ホールの存続。 

 請願の理由。 

 文化ホールは私たち市民にとって大切な場所で

す。毎年、成人式、各中学校のクラブのコンサー

ト、市民合唱祭、市民作品展、舞踊発表会、三曲

演奏会、伝統文化こども教室発表会、茶会生花展、

美術展、バレエ・フラダンスの発表会、幼稚園の

生活発表会、高齢者の楽しみである浪曲名人会、

落語寄席、教育映画鑑賞会、市吹奏楽団定期演奏

会や市吹と大阪府警察音楽隊とのジョイントコン

サート等、多くの催しが行われてきました。 

 近年、コロナウイルスの影響で中止を余儀なく

された催しも多数ありましたが、ワクチン接種、

薬の開発で少しずつ終息していくと予想し、催し

の準備、開催が増えていっております。 

 そんな中、『泉南市立文化ホールの方向性につ

いて』の文書を教育委員会から頂き、文化ホール

の存続が難しい状況にあることを知りました。 

 ホールの設備が老朽化し、メンテナンスが必要

な中、計画的な修繕がなされず、指定管理者制度

導入により上がった収益を、泉南市が文化ホール
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のために使ってくださらなかったことは、大変残

念です。 

 今時文化ホールのない市はありません。泉南市

の中学生は、他市のホールでコンサートをしなく

てはいけなくなるのでしょうか。 

 例えば、阪南市サラダホールでは、他市の人は

１か月遅れにしかホールを予約出来ません。その

ような経験をした中学生が、大人になって泉南市

に住み続けてくれるでしょうか。泉南市の衰退に

繫がるのではと懸念致します。 

 なんとかホールを使っていけるように、一番必

要なところからメンテナンスをしていただいて、

維持存続をお願いいたします。よろしくお願いい

たします。 

○森議員 若干、この経緯、請願に至った経緯につ

いて、皆さん御承知かと思いますけれども、改め

て御説明を、時系列に沿ってさせていただきたい

と思いますが、よろしいでしょうか、委員長。 

○澁谷委員長 はい、どうぞ。 

○森議員 令和４年２月に、教育委員会から、『泉

南市立文化ホール運営の方向性について』という

内容の文書が出されました。 

 これは、議会にも示されて、議会のほうでも特

別委員会のほうで、今後慎重なる議論が、丁寧な

議論が必要だろうということで、その態勢に議会

も入ろうとしてまいりました。 

 その後、実はこの三好会長は、この４月に就任

されたばかりでございまして、その前は、元泉南

市教育長、梶本邦光先生が会長であったわけです

けれども、その引継ぎのさなかであったわけです。 

 それがあって、三好会長と前会長の梶本邦光先

生が前市長のところに訪問して、お願いをしたと

ころ、けんもほろろといいますか、非常にショッ

キングな内容の御返答があったということです。 

 どうしようかと、文化協会の皆様方は悩まれて、

たまたま私は近くに住んでいるものですから、私

のところに相談がございまして、その後、私が議

会の各派の代表の皆さんにお願いして、三好さん

たちの訴えを聞いていただいたという経緯がござ

います。 

 議員さんの中からも、それは議会で取り上げる

ためにも、請願という形にしたらどうですかとい

うアドバイスをいただいて、三好さん、文化協会

を中心に署名活動が始まったわけでございます。 

 それについては、泉南市内の各種の市民団体の

皆さんにも御協力をお願いして、三好さんのほう

で回られて、快くお引き受けいただいて、署名組

織の輪が広がって、現在9,451名という数に至っ

ております。 

 大体がその経緯なんですけれども、どうかよろ

しく御審査をお願いいたします。 

○澁谷委員長 分かりました。今、森議員のほうか

らこれまでの経緯と、そして三好さんのほうから、

なったばかりで大変だったと思いますが、請願の

理由を発表していただきました。 

 ただいまの請願者の趣旨説明に対し、質疑を行

いたいと思います。質疑はありませんか。 

○楠委員 それでは、三好さんのほうにちょっとお

聞きをしたいんですけれども、請願理由のところ

で、教育委員会のほうから文書を受け取って、そ

の存続が難しい状況やということを知ったという

ことなんですけれども、そのときに教育委員会さ

んからも説明をしていただいたということやと思

うんですけれども、どういう説明を受けて、その

説明を聞いて、三好さん自身がどういう思いを持

ったのか、お聞きさせていただければと思います。 

○澁谷委員長 三好さん、よろしいですか。 

○請願提出者 なんか５つほど案がございまして、

なんかもう、そういう音楽をしているとか、そう

いうホールを使う人たちが、他市のホールを使う

とか、積極的に泉南市のホールを使っていけるよ

うにするというのが、なんかあんまりなかったん

ですね。 

 あとまた、イオンのああいう映画館のところを

お借りするとか、もう膨大な値段でございました。

そんな値段をまず中学生の子たちが出せないです

よね。親御さん方にとっても、もうあり得ないな

と思いました。 

 私たち、文化協会もそのようなところで、コン

サートとかをできる、まず予算的にもございませ

んし、文化ホールの響きですね。 

 やっぱりああいう映画館とか、そういうところ

って、マイクを使ってやっぱり映画を見たりとか、

何か催物というのはできると思いますけれども、
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あの泉南市文化ホールのなんかそんなにめちゃめ

ちゃワンワン、教会のようには響かないですけれ

ども、とってもいい、何ていうんでしょうか、ち

ょうど演奏するのに、吹奏楽団とても、後ろに市

吹の代表の方が見えていますけれども、吹奏楽団

の演奏会にも、普通にクラシックの演奏会にも、

とても使いやすい、いいホールなんです。 

 それをやっぱり閉めてしまうというのは、もう

とても残念でならなかったので、そのように思わ

せていただきました。 

○河部委員 せっかく来ていただいているので、署

名のほうもたくさん集めていただいて、今回、議

会のほうでも７月５日に開催をしました特別委員

会のほうで、今回の件についても存続をしていく

という方向も説明は受けています。 

 本当にたくさんの団体とか、たくさんの市民の

方が存続してほしいということで、今回請願の審

議にもなっています。 

 ただ、少しやはり気になったのが、この間、行

政のほうから各それぞれの団体さんとか、聞き取

りをされているということで、私たち議員も市民

の方からこういう声がありましたよというのを聞

いています。 

 その中で、各団体さんとか市民の方は、すごい

泉南市の財政状況に譲歩していただいているなと

いうような感じをしておったんですね。 

 説明の中では、取りあえず使えるように、現状

維持でもええから残してほしいということの中で、

そういう声もありましたという説明がありました。 

 委員さんの中からは、やっぱりそれは当然使え

るのは大事やけれども、市民の方がそう言うてい

るからいうて、市もその言葉に甘んじるというの

は、ちょっとおかしいんじゃないかという声もあ

ったんですよ。 

 やっぱり最低限使えるのは大事やけれども、そ

れ以上にやはり必要な、今後活動するために必要

なものは、しっかりと予算を付けて維持していか

なければいけないのと違いますかという、委員か

らの指摘もありました。 

 だから、ぜひ今お使いになっている各団体とか

市民の方、あるいは議会の中でも今後発信はしま

すけれども、必要なものは必要なものとして、要

求していただいて、しっかりと設備にも投資して

もらうというような方向も大事かなと思うんです

けれども、その辺のお考えがあれば、ちょっとお

聞きしたいなと思います。 

○請願提出者 ありがとうございます。署名もして

いただいたんですけれども、ノリコ・ダンス・ス

タジオというバレエ団がございます。しばらくの

間、泉南市のホールで、先生は泉南市の在住の方

ですので、文化ホールで発表会をなさっていまし

た。 

 彼女と文化協会の40周年記念のときに、「ヘン

ゼルとグレーテル」を催しましたときに、一緒に

バレエで参加してくださいましたので、私はとて

も親しくさせていただいているんですけれども、

ちょっともう今は文化ホールを使っていないとお

っしゃっていました、発表会でも。 

 といいますのは、照明の数が足らない、バレエ

の発表会を催すためには。私たちクラシックはも

う普通に明るくしていただいて、ホールにピアノ

がありまして、それだけで演奏会ができるんです

けれども、なんかそうですね、そういうオペラで

あるとか、バレエであるとか、そういうものを開

催しようと思いますと、今の照明ではやっぱり数

が足らなくて。 

 なんか、先生は自分で機材を持ってきて付けて、

それで泉南市で催されていたようですけれども、

今は残念ながら、他市のホールで発表会をなさっ

ているようです。 

 だから、そういうことが泉南市で、やっぱり地

元の先生が地元で使えると、とてもありがたいか

なとは思います。 

○澁谷委員長 ありがとうございました。また要望

してください。 

○森議員 たくさんの御署名を頂いた市民の皆さん

の中には、今まで文化ホールで出演されたり、出

展されたり、あるいは観客として参加された方々

ばかりでは決してございません。 

 一般の市民の皆さんも、これは泉南市の子ども

たち、将来のために必要なものであると。だから、

文化協会のほうはたまたま表に立って活動してい

ただきましたけれども、現実には市民の思いが多

く、利用されていない方々の思いも市民の問題と
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して、市民文化の問題として含まれているという

ことを、お含みいただきたいと思います。 

 それから、今、河部委員からもございましたけ

れども、これは結局財政上の問題なんですけれど

も、請願された方々も、泉南市の財政上の問題と

いうのを、正確にはお知りになっておりませんの

で、観念的といえば観念的になってしまいます。 

 しかし、そういうことは我々議会、市長、教育

委員会、丁寧な議論をして、今後やっていかなけ

ればいけないなということだろうと思います。 

 せめて、その文化の灯を消さないためにも、存

続したいという市民の皆さん方の思いでございま

すので、今後は我々がしょっていかなければなら

ない問題であろうと思いますので、どうかよろし

くお願いをいたします。 

○澁谷委員長 ありがとうございました。（「ちょ

っと委員長」の声あり） 

○田畑議長 議長の田畑です。１人のトップリーダ

ーの発言で、こういう請願を出さなければならな

い状況になったというのは、非常にやっぱり三好

さんを初めとする文化協会の皆さんにも御迷惑と

いうか、御心配をかけたというのは、非常に心苦

しいです。 

 その発言がもしなければ、我々泉南市議会も十

二分に存続を訴えていましたし、また逆にこの請

願で、泉南市議会が、何やってんねんと、議員、

がん首そろえて15人もおって、そんな議論もよう

してないんかというようなお声も実際あるんです

よね。 

 請願が出るということは。請願というのは物す

ごいやっぱり我々議会にとっては重たいもので、

これについては本当に我々も今後の課題にはなる

と思います。請願というのは物すごく重たいんで

すよ。 

 ただ、冒頭に言ったように、１人のトップリー

ダーの発言で、そういう行動になったというのは、

心苦しいなというのが１つ感想です。 

 もう１つは、これは今後のためにもなんですけ

れども、ちょっと御参考に。実はこの請願が出る

前にも、学校の統廃合の署名運動があって、それ

が実は各区の回覧板で回ったところ、あと自治会

さんで回ったところ、個人で回った方々、駅で立

ってルール違反やけれども、運動会をやっている

前で立ってとか、いろんなやり方があって、あれ

もかなり集まりました。 

 ちなみに、この会場の皆さん、今回のこの文化

ホールの存続の請願を集めるときに、前回議会の

中で、森議員が紹介議員ということで、僕は質問

をさせてもらって、事実、たくさんの１万人弱

の9,400人ですか、お集まりになったということ

で、これはかなり重たい請願です。 

 森議員に質問をさせてもらったときに、回覧板

で署名を回した事実はありますかという質問を、

あえて、あえてね、今後のために僕はやらせても

らったんですけれども、今もし分かるんであれば、

ちなみに自治会さんや各区で、回覧板等々で集ま

った署名人数って、今把握なさっていますか。 

○澁谷委員長 お分かりになれば答えてください。 

○請願提出者 申し訳ありません。その回覧板で集

まったのが何名かというのは把握しておりません。

申し訳ありません。 

○森議員 この前も申し上げましたけれども、区長

連絡協議会のほうの会合で、各区長さんに、三好

さんも出席された上で説明をして、御紹介をして

いただきました。 

 それで、各区長さんが地元に持ち帰って、それ

は区長さんの判断で回覧されたところもございま

す。ただ、それは、こういうことがありますよと

いうお知らせせないかんという区長さんの御判断

でおやりになったことで、署名する、しないは、

それは強制ではないですから、その区の方々の御

判断で署名が集まりました。 

 ただ、いろんな組織からこの署名というのが集

まってきておりますので、三好さんたちも、これ

は整理のしようがないので、よく私も聞いたんで

すけれども、それやったらもうこっちから来たか

らやったよというのが、幾つもありました。 

 だから、申し訳ないですけれども、その数はと

ても読めません。 

○田畑議長 決して、回覧板で回したことを批判し

ているんじゃないですよ。やっぱり9,400人の署

名って、物すごく重たいんです、何度も言うんで

すけれども、その比率でやっぱり三好会長等々の

お気持ちとか、泉南市に対して、泉南市議会に対



 

-9- 

しての署名が、なんか回覧板で回ったその比率と

いうのが、今後のために僕は知りたかっただけな

んで、批判しているわけではないです。それは勘

違いせんといてください。 

 ありがとうございました。 

○澁谷委員長 よろしいですか。――――以上で本

請願に対する質疑を終結いたします。 

 これより討論を行います。討論はありませんか。 

○堀口委員 賛成の立場で討論をさせていただきた

いと思います。 

 私が小学校６年生の頃にオープンをいたしまし

た泉南市立文化ホールでございます。当時、中学

校に入ってから、吹奏楽部のほうに所属をいたし

まして、それまで中学校の体育館で音響の悪い中、

演奏をやった記憶もございます。 

 また逆に、文化ホールの舞台に立って非常に高

揚感を覚えたこともございます。子どもたちの成

長にとって、非常に有意な施設であるというふう

に、自分の実体験をもって強く自負しているとこ

ろでございます。 

 また、泉南市、当時は青少年吹奏楽団でしたけ

れども、私も団員として舞台に何度も立たせてい

ただきましたけれども、やはりこれもそれまでの

泉南市の質の高い文化の向上に対して取り組んで

きたというところの自負もございます。 

 一方で、施設の老朽化の中で、やはり先ほどお

話がありましたけれども、照明を含めて、様々な

舞台装置については、開館当初から若干型遅れの

機材が使われていたというふうなお話もちらっと

聞いております。 

 それについても、開館してから私が小学校６年

生からということで、もうどれだけ時間がたって

んねんというところからいいますと、なかなか今

の求められるその芸術レベルに対しての演出がで

きるかどうかというのは、非常に疑問があるとこ

ろでございます。 

 今回、請願された皆さんが、取りあえず残して

くれということで、その思いで今回出されました

けれども、今後この施設の空調のほうはやってい

ただけるというふうにお話は聞きましたけれども、

それ以外の舞台設備についても、一定御配慮いた

だきますように、理事者側にまたお願いしたいな

というふうに思っております。 

 ぜひともこの市民の皆さんの意を酌んでいただ

いて、また泉南市の質の高い文化をこれからも提

供し続けるという意味でも、ぜひとも必要な施設

であるというふうに認識をしておりますので、ぜ

ひとも皆さんにおかれましては、御賛同いただき

ますように、お願いを申し上げまして、私の討論

とさせていただきます。 

○楠委員 私も賛成の立場で討論させていただきた

いと思います。 

 やはりこの三好さん方々、やはり文化の灯、こ

の文化ホールというのが、やっぱり発表の場であ

るし、学習の場であるということで、やっぱり残

してほしいということで集めて、そして請願を出

していただいたことです。 

 ただ、その教育委員会のほうから、やはり文化

ホールの在り方ということで、その出された文書

というのは、それもやっぱり問題だったんじゃな

いんかなと思うんです。 

 市民の芸術・文化活動が大幅に制限されて、市

民サービスの低下につながるというのが分かりな

がら、この廃止の案が考えられるということでし

たので、やはり問題となっていると思います。 

 これは今後やはり残すだけじゃなくて、やはり

しっかりと文化として、文化活動の場としてやは

りしっかりとした設備を今後も考えていかなあか

んというようなことを、議会のほうでもしっかり

と考えていきたいと思いますので、まずは皆さん

の意見をしっかりと賛同するという立場で討論さ

せていただきます。 

 ありがとうございます。 

○澁谷委員長 ほかにございませんか。――――以

上で本請願に対する討論を終結いたします。 

 これより請願第１号を採決いたします。 

 お諮りいたします。本請願については、採択す

ることに御異議ありませんか。 

 〔「異議なし」の声あり〕 

○澁谷委員長 御異議なしと認めます。よって請願

第１号は、採択することに決定いたしました。 

 三好様、森議員におかれましては、御退席をお

願いいたしたいと思います。御苦労さまでした。 

 〔三好氏、森議員退室〕 
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○澁谷委員長 次に、本委員会の閉会中の継続調査

の申出についてお諮りいたします。 

 お諮りいたします。本委員会の所管事項につき

ましては、調査研究のため、引き続き閉会中の継

続調査の申出を行いたいと思います。これに御異

議ありませんか。 

 〔「異議なし」の声あり〕 

○澁谷委員長 御異議なしと認めます。よって議長

に対し、閉会中の継続調査の申出を行うことに決

定いたしました。 

 なお、閉会中において調査を行う事件につきま

しては、委員長に一任していただきたいと思いま

す。 

 以上で本日予定しておりました議案及び請願の

審査につきましては、全て終了いたしました。 

 委員各位におかれましては、慎重なる審査をい

ただきまして、誠にありがとうございました。 

 なお、本会議における委員長の報告につきまし

ては、私に一任していただきますようお願い申し

上げます。 

 これをもちまして、厚生文教常任委員会を閉会

いたします。お疲れさまでした。 

午前１０時５０分 閉会 

（了） 
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